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【注記】
　(1)筺体設計を行う場合は端子部分を除きFPCケーブルを
　 　金属などの導体に接触しない様に設計を行って下さい。
　   導体に接触している場合、FPCケーブルの絶縁層が破壊され
   　ショートする可能性があります。
  (2)お客様設計の筺体が液晶の表示エリアに重なったり、
　　 タッチパネルアクティブエリアに接触しないように設計して下さい。
　(3)お客様設計の筺体とタッチパネル間は0.5mm以上の隙間を設けるようにして下さい。
　　 間隔が狭いと予期しない入力を引き起こす可能性があります
　(4)緩衝材がタッチパネルアクティブエリアに重なったり、押さえつけないように
　　 設計して下さい。
　(5)タッチパネル絶縁エリアから液晶表示エリア側2mm以内のエリアは、構造上
　　 耐久性が弱くなっています。
　　 特にペン入力時にこのエリアが押されるとフィルムが伸び、破損の恐れが
　　 ありますので、注意して下さい。

緩衝材接触可能範囲

タッチパネル絶縁エリアについて(1:1)

製品外形中心

±0.5(ベゼル開口部)  56.5 

(液晶外形) ±0.5 63.5 

(液晶表示エリア,タッチパネルアクティブエリア) ±0.5 53.64 
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